
地域・国際交流センターNEWS
No.3～2025年度の活動内容を報告します〜

【地域貢献】

　防災×謎解きin福岡女学院⼤学

【国際交流】  

　小学校での外国語授業

    ボランティア

【生涯学習】

　2025年度公開講演会



福岡女学院大学・福岡女学院大学短期大学部
地域・国際交流センター長  挨拶

地域・国際交流センター
センター長 柴田 雄介

地域・国際交流センターは、大学と地域社会、そして世界をつなぐ役割
を担い、主に国際交流・地域貢献・生涯学習の3分野で多様な活動を展
開しています。

国際交流では、海外体験プログラムの充実を図り、学生が語学力を高め
るとともに、異文化への理解を深める機会を提供しています。また、留
学生との交流の場を広げ、国際的な視野を持つ人材の育成にも努めてい
ます。

地域貢献においては、企業や自治体との包括連携協定を活かした協働プ
ロジェクトを推進し、学生が地域社会と関わりながら実践的に学べる機
会を創出しています。

生涯学習事業では、世代を問わず多くの方々に学びの機会を提供する講
座を開講し、誰もが学び続けることのできる環境づくりを進めていま
す。

社会の急速な変化に対応しながら、地域と国際社会を結ぶ架け橋として
の役割を果たしていくため、様々な取り組みに挑戦してまいります。今
後ともご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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大学の様々な取り組みと地域・社会の皆様をつなぐことを

⽬的として、2019年9⽉に「地域貢献センター」として設
置され、2022年に現在の「地域・国際交流センター」に統
合しました。

以下の取り組みをとおして地域・社会との交流を促進

し、本学の教育研究に関する資源を地域・社会に還元し

ています。

地域・社会へ貢献したいと考え、
 地域から愛される大学づくりを⽬指しています

〇 地域共催プログラム 〇 
 連携先と協力し、地域に向けた教育プログラム講座を実施し
ています。 
〇 受託事業 〇
 企画段階から相談者と連携し、体制づくりや教員との
マッチングをコーディネートしています。

 〇 学生ボランティア派遣 〇 
 地域貢献活動への積極的な参加を学生に呼びかけ、ボランテ
ィアを派遣しています。

（１）地域貢献事業の設置趣旨

　  及び活動内容について

地域貢献事業

まちづくり支援事業 小・中学校との
連携事業

地域の支援
【臨床心理】

地域の課題解決
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春日市

第1回「子どもと考える防災ワークショップ」では、講師に市來 雅伸氏（NPO法人九州キリスト災害支援センター本部長）を迎え、防災クイ
ズやクロスロード、非常食の試食や非常用持ち出し袋詰め体験などを行い、参加した親子が楽しみながら防災について学びました。
第2回では「もしものときにも安心できる空間を作ろう（避難所体験）」をテーマに、昇町保育所の5歳児クラスの子どもたち、教員、一般
の参加者による体験型防災教育プログラムを実施し、テントづくりや非常袋の中に入っている防災グッズの使い方などを学びました。

（２）地域連携事業活動実績紹介

デジタルデバイド（情報格差）が社会的な課題となっています。この課題を学生と一緒に解決したいと春日市デジタル政策課より依頼を
いただき、スマホを使えるようになりたいシニア世代をサポートするために、スマホ操作に関する相談会を開催しています。企画の検討
や募集チラシの作成など、学生たちが主体となり取り組みました。相談者からは「分かりやすく教えていただいた」と毎回ご好評を得て
います。

本学は包括連携協定を締結している機関を中心に、
地域とつながり、様々な連携事業を実施しています。
地域からの依頼は教員・関係部署・学生につなぎ、
取り組みまでをコーディネートしています。

■目指せ！スマホマスター　スマホ相談くらぶ

■「議会でワクワク大冒険！in 春日市議会」＆
センキョ割

３

■地域防災・医療・福祉”財”育成プログラム
～「もしも」は「いつも」〜⼤人と子どもが⼀緒に体験！防災ワークショップ

■春日市ふるさと納税による大学支援

春日市と本学は、同市のふるさと納税による大学支援寄附に関する覚書を
締結し、2025年11月28日(金)から寄附の募集を開始しました。このふる
さと納税による寄附は、本学の「教育研究の知見」と「学生の若い力」を
最大限に活用し、春日市が抱える地域課題の解決や、魅力的なまちづくり
に貢献することを目的とし、これまで行ってきた連携事業のさらなる充実
を図ります。
寄付金は、本学と自治体等との連携による地域の課題解決事業や学生のボ
ランティア活動の諸経費に充てられます。

若者の主権者意識の醸成と投票行動の促進という課題のもと、心理学科3年生が企画を提案・実施しました。小学生のうちから主
権者意識を身に付け、選挙権を持ったときの投票行動につなげることを目的としたワークショップ「議会でワクワク大冒険！ in
春日市議会」では、選挙クイズや模擬投票、議会探索を行いました。
また、参議院議員選挙、衆議院議員選挙に合わせ、春日市内の13店舗で「センキョ割」を企画、実施しました。心理学の「外発的
動機づけ」を活用し、投票に行くきっかけをつくることにより、政治や選挙に関心を持ってもらうことを目的としています。



■ 行政情報翻訳事業古賀市

福岡市南区

その他地域連携活動（包括連携先）

■ 「防災×謎解きin福岡女学院大学～安心のヒントを探し出せ！～」

南区、一般社団法人 街×人、南消防署と連携し、「楽しく学べる災害対応」をテーマとした防災×謎解きイベントを本学において開
催。大学と行政がアイデアを出し合い、一緒に企画したオリジナルのイベントです。参加者は、災害時に役立つ知識やスキルを学べ
る６つのブースを巡り、謎解きクイズやミッションに挑戦。新聞紙スリッパ、ビニール袋のレインコートづくり、謎の言語「オサー
ル語」の解読、応急救護体験、災害時のリラックス法、段ボールのパーテーションづくり、防災ダックを体験しました。

■出前講座

４

■南区こども大学2025

古賀市の外国人登録者数は年々増加しており、行政情報をわ
かりやすく伝える工夫が求められています。
古賀市から依頼された3つの行政文書を留学生を含む学生が英
語・韓国語・中国語・ベトナム語・ネパール語に翻訳しまし
た。翻訳した文書は市役所等で活用されます。

南区が区内及び周辺部に立地する７つの大学・短期大学と合同で、楽しみながら学べる小学生向けの体験講座「南区こども大学」を夏休
みに開講しています。「短歌をつくろう」では、短歌の5・7・5・7・7のしくみや比喩、オノマトペの使い方などを学び、参加者は小
学生らしい視点で、個性あふれる素敵な作品を完成させました。「体験しよう！光と色の不思議」では、光と色のしくみの学習、様々な
実験、光の万華鏡づくりに取り組みました。子どもたちは、初めての体験に目を輝かせていました。

「南区出前講座」は、大学や企業等と地域の皆様が相互に身近な存在となるよう、”学び”を通じたまちづくりを目指して開催されるもの
で、本学教職員の知見を活かした講座を提供しています。2025年度は「身近な道具で健康づくり」、「デジタルを使った豊かな暮ら
し」、「見て楽しい！塗って楽しい！方言地図」の３講座が南区内の公民館で開講され、講師を務めた教職員と地域の方が交流を深めま
した。

春日市立春日中学校　生き方講演会（春日市）
スポーツ・パラスポーツフェスタ（春日市）
こども計画策定に関する意見聴取（春日市）
福岡女学院大学学生による投票立会人（春日市）
埋蔵文化財調査センター文化財整備事業　（小郡市）

　　活動の詳細はこちら  ⇒
（大学HP 2025年度地域貢献活動）

【参加学生の声】
昨年度に引き続き、翻訳のボランティア
を行いました。自分が作成した資料が、
実際に市役所で活用されている場をみ
て、とても嬉しかったです。地域に貢献
することの大切さを学びました。



【参加学生の声】

（３）学生ボランティア 本学は包括連携先の地域自治体・教育委員会を中心に、

各機関から学生ボランティア派遣の要請を受け、毎年多

くの学生が現地で活躍しています。

５

■奴国の丘フェスタ（春日市） 

■絵本の読み聞かせ（春日市）

■ランドセルクラブ（大野城市）

■公民館  子ども向け講座（福岡市西区）

いきいきプラザでは、交流の場として親しまれている「絵本の読み聞かせ」が開催されています。3歳児健康診査問診の待ち時間に、子

どもたちに絵本の読み聞かせを行うボランティアに、学生が参加しました。子どもたちが長い待ち時間に絵本を読んで楽しく過ごすこと

で、スムーズに問診へ繋げることができ、保護者様から「とても助かりました」との声も頂けました。

学生が複数の子ども相手に読み聞かせをする場面もあり、共に笑顔があふれ、充実した活動となりました。

大野城市内の小学校において行われているランドセルクラブの体験活動では、「びっくり箱づくり」、「うさぎ一家の

ぼうさい荷作り」、「ミニ運動会」、「光の万華鏡作り」を学生が企画から運営まで担当しました。児童と一緒に運動

や工作を行った学生たちは、企画や運営を主体的に担うことの大変さを経験しつつも、試行錯誤を重ねて活動の内容を

ブラッシュアップすることにより、活動後には、大きな達成感や喜びを味わいました。後日、参加した小学生から学生

たちに手書きのメッセージが届き、短い時間ではありましたが、よい交流の機会となりました。

春日市の文化財や歴史に触れるイベント「弥生の里かすが奴国の丘フェスタ」において、学生たちがボランティアとして参加しまし

た。ステージMC・アナウンスをはじめ、勾玉づくりや火起こし体験など、春日市の職員や中学生と協力し、各ブースの運営を学生がサ

ポートしました。学生たちは、地域の一員としてイベントを作り上げる貴重な経験をすることができました。

福岡市西区役所と連携し、西区各公民館の実施する「子どもの

健全育成関連事業」に学生が参加しました。「父の日プレゼン

ト作り」、「七夕会」、「クリスマスオーナメントづくり」な

ど、様々なイベントのサポートを行いました。

・小学生やコーディネーターの方から「あ　

　りがとう」や「とてもよかった」などの

　言葉をいただき、達成感がありました。

・回数を重ねるごとに楽しくなって、毎回

　次の活動が楽しみになっていました。

【児童からのお礼のメッセージ】

幅広い年齢層の方との交流があり、コミュニケーションの

取り方や対応の仕方など多くのことを学ぶことができまし

た。地域の歴史を体験できるイベントは自身も勉強になり

ました。地域住民との交流に繋げていく活動は、地域に貢

献できている実感があり、参加して良かったです。

子どもたちとたくさんお話しできてとても楽しく、良い経験に

なりました。3歳児や保護者との会話でコミュニケーション能

力が上がったと思います。

今回の経験を学校生活にも活かしていきたいです。今後もたく

さんボランティアに参加していきたいなと思いました。

【参加学生の声】

【参加学生の声】

【参加学生の声】

将来のためになるボランティア活

動でした。小学生の生き生きとし

た姿を見て元気を貰えました。

とても貴重な経験となり、地域の

ボランティアにまた参加したいと

思いました。

■放課後等補充学習指導員（鳥栖市）

鳥栖市では、中学生の学力向上を

目指し、市立各中学校の生徒を対

象に、放課後等補充学習を実施し

ています。

鳥栖西中学校の３年生約20名

に、学生が英語科の学習指導を行

いました。



【参加学生の声】

【参加学生の声】

心理的・情緒的な要因等により学校に登校できない児童生徒の居場所「わかば学級」において、ボランティア学生が子ども
たちと楽しく会話をしながら、自主学習、軽スポーツ、文化体験等を通して、社会的自立や学力向上を支援しています。子
どもたちも学生に心を開き、来る日を楽しみにしてくださっているそうです。

【参加学生の声】

【参加学生の声】

６

■ヤングアドバイザー（那珂川市） 

■イングリッシュデイ（那珂川市）

■たなばたこども教室（小郡市）

小学校の5，6年生がALTと英語でコミュニケーションを図るイベントにおいて、ALTと小学生を繋ぐため、専門的に英語を学んでいる
本学学生がスタッフとして毎年参加しています。学生たちは事前に本学教員から指導を受け、子どもたちが英語によるコミュニケーシ
ョンを積極的に行えるように、英語の楽しさの伝え方、声のかけ方などを学んだうえで、主体的に活動に取り組みました。学生も子ど
もたちも、プログラム中は英語によるコミュニケーションを楽しむ姿が見られ、笑顔あふれるイベントとなりました。

外国にルーツをもつ子どもたちが日本の学校生活や地域生活に適応し、充実した生活を送ることができるように学習面のサポートを
するボランティアです。子どもの日本語の習熟度はさまざまであるため、習熟度に合わせた日本語指導や、宿題などの自学・自習、
子どものコミュニティづくりなどを行う講師をサポートしました。子どもと年齢の近い学生ボランティアが関わることで、子どもた
ちも楽しく学習することができている様子でした。

白水小学校 特別支援学級児童支援スタッフ （春日市）
春日北小学校［まなびや春日］（春日市）
春日中学校　かすが学びの塾（春日市）
日の出小学校特別支援学級児童支援（春日市）
鳥栖市内小中学校　特別支援学級児童支援（鳥栖市）

小郡市　学び場支援スタッフ（小郡市）
須玖児童センターイベントサポート（春日市）
社会福祉協議会ボランティア（春日市）

その他ボランティア活動（包括連携先）

昨年に引き続き参加したため、流れがわか
りやすかったし、アクティビティも楽しか
ったです。ALTの先生たちが準備してきた
アクティビティを見てすごく勉強になりま
した。自分自身もすごく楽しめました。

どのような距離感で関われば、不登校の生徒が安心するのか
を考えたり、相手を尊重して一人ひとりに合わせた対応をす
ることが大切であることを学ぶことができました。不登校支
援の在り方などについて、より深く考える機会となり、非常
に貴重な経験となりました。

■「交流型日本語教室」スタッフ （古賀市）

外国籍市民を対象に開催される「交流型日本語教室」において、ボランティアスタッフとして交流しました。
生活に使う日本語、読み書き、漢字、日本語のきまりなどを教えたり、交流をすることにより、相互の文化を学び
合い、多文化理解を深めました。

・中学生から外国の方まで様々な人と交流する機会があり、自分自身の考え方やものの見方を深めるきっ
かけになりました。
・教室には海外の方だけではなく、他大学の学生や様々な年代の方がいたので、コミュニティが広がりま
した。また、いろんな国籍の方と交流することで、知らなかった文化や違いに気づくことができ、いい経
験になったと感じています。

始めは、不安で何をしたらよいか分からず緊張しまし
たが、何度も同じ場所に活動に行くにつれ、子どもた
ちと仲良くなり、一緒に勉強したり遊んだりと、とて
も楽しく活動ができました。子どもにとってもその時
間が楽しく有意義な時間となるように、これからも安
全に見守りながら関わっていきたいです。
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企 業

受講者

大学  
生涯学習

自治体

様々な分野の学習への知的好奇心を刺激します！

専門の機関と連携し、学生の資格取得をサポート＆

キャリア支援を実施します！

地域のみなさまと生涯を通して学びを分かち合い、リ

カレント教育を推進します！

（１）生涯学習事業の設置趣旨及び活動内容について

福岡女学院大学 地域・国際交流センター（生涯学習） は、リカ
レント教育を実施するため、地域のみなさまに開かれた大学を目
指し、知の還元を目的に多くの講座を開講しています。
2025年度は、寄附講座として「金融リテラシー講座」 、学院創
立140周年記念として大学公開講演会「触れてみる彫刻ーかたち
とことばが紡ぎあい響きあうー」と片山博詞彫刻展を同時開催し
ました。市民講座も盛況で年間、延べ715名の方に市民講座を愉
しんでいただきました。 地域・国際交流センターの一事業とし
て、「生涯学習」は、学院の理念に基づき、地域に寄り添った講
座の開講、学生のキャリア支援のためのプログラム充実、履修証
明プログラムの開発などリカレント教育の活性化を実践してまい
ります。

〇 特別講座・公開講演会などイベント開催 〇

〇 リカレント教育としての講座・教育内容の充実 〇

〇 学生のための資格取得講座によるキャリア支援 〇

学び続けることは成長すること

相互に連携

知の還元

・学習の楽しみ 
・生きがい 
・視野の拡大

相互に連携

生涯学習事業

02

地域のみなさまの知的好奇心を刺激する講座を開催し

ます！



（２）公開講演会

2025年度公開講演会「触れて観る彫刻  ーかたちとことばが紡ぎあい響きあうー

2025年度は、福岡女学院140周年を記念して「触れて観る彫刻 ーかたちとことばが紡ぎあい響きあう
ー」を10月4日（土）にエリザベス・リー ホールにて開催しました。彫刻家の片山博詞先生と歌人でも
ある桜川冴子准教授による対談形式で行われました。彫刻に直接触って鑑賞することは、他の美術作品と
は違う触覚を利用した鑑賞であり、健常者も障がいを持つ方々も彫刻に触れることで、見えなくても感じ
るもの、無くても在るものを多角的な彫刻の世界を通して表現された思いをお話いただきました。
また、同時開催で片山博詞 彫刻展「触れてみる彫刻展ーかたちとことばが紡ぎあい響きあうー」を2025
年9月17日～12月24日まで約3か月間、大学図書館やリーホールホワイエにて開催し、学内の学生や生
徒、そして、地域一般の方々に向けて「触れて観る彫刻展」を実施しました。彫刻展では、視覚的な鑑賞
だけでなく、実際に彫刻に触れてみることで、手の感覚を使って得られる触覚での鑑賞も、同時に体感し
てもらうことができました。

公開講演会チラシ (表紙）

彫刻展  小冊子  作成

（裏⾯）

８

彫刻展  彫刻配置図

10/4 講演会の様子



生涯学習はココ

（３）市民講座

N
O

生涯学習 外観

やさしい日本語教室

フレイル予防 健康体操 ガーデニングサロン

2025年も対面・対面＆Zoom（ハイブリッド）・Zoom の3つの形式

で講座を開講しました。 短歌の講座は、Zoomを利用しオンライン

開催、「聖書講座」や「スクールカウンセラーからみた子どもの

心・保護者の気持ち」、「古代エジプト」は、対面（大学で受講）と

Zoomの遠隔授業のどちらでも受講できるハイブリッド形式で開催

しました。今年度から実施した欠席者対象の講座の見逃し配信は大

変好評を得ました。 後期は、「知っているようで知らなかった日本

史～高校教科書から再発見～」講座を、元中高教諭の山田慎一先生

にご担当いただき、旧石器時代から始まる日本史講座を開催しまし

た。長く続いて来た「聖書講座」は、坂元惠子先生のご勇退ととも

に今期で終了することになりました。

また、年度初めには、外国からきて日本語を学びたい方のために

「やさしい日本語教室」を企画しました。
学期

2025年度 前期・後期 市民講座⼀覧

９ 特別講座「教養・万葉の歌と心」古代エジプト　講座⾵景



（４）資格取得講座

N
O

学期 形式 講座名 講師名

2025年度 資格取得講座一覧

10

資格取得講座は、在学生向けに開催しています。秘書検定、SPI対策講
座、宅地建物取引士対策講座、MOS など様々な資格を取得できる講座を
準 備 し て い ま す 。 Microsoft office Specialist （ Ｍ Ｏ S ） の Word 、
Excel、PowerPoint の講座は１日で完結し、合格を手にすることが可能
です。2025年度は合格率100％を達成しました。万が一、不合格の場合
も次回の講座で再チャレンジを無料で受講＆受験することができます。
学生が積極的に資格に興味をもってもらえるように 、生涯学習では学生
への案内・掲示や資格取得にむけたバックアップを実施しています。

2025年度資格取得  学部別割合 2025年度資格取得  学年別割合



（５）寄附講座

（６）履修証明プログラム

2025年度も履修証明プログラム 「⽇本語ボランティア」にたくさんの受講⽣を迎えることができました。ボランテ

ィアで⽇本語を教える際の基礎を学ぶ「A」と⽇本語指導のサポートを必要とする外国から来た子どもへの対応、教

える際に知っておくべきことを中心に学ぶ「B」の科⽬に分けて、前期と後期にそれぞれ開講しました。1年を通して

計60時間を履修したことを証明する履修証明書を合計12名に授与することができました 。

日程 講座名

講座の様子

後期：履修証明書授与式前期 ：履修証明書授与式

No.

前期

後期

～

～ 履修証明プログラム ～⽇本語ボランティアB〜

履修証明プログラム ～⽇本語ボランティアA〜 守山惠子
藤山智子

池田尚登

１

２

日程 講座名 講師
受講
者数

講座
回数

全15回

4/11

10/3

7/18

1/23

13

金融リテラシー講座
日時：2025年9月11・12日（全2日間）

　　　10時～12時10分

※SMBCコンシューマファイナンス株式会社 実施

2025.7.18

11

これから社会に出る学生や今まであまり金融知識を得る

機会がなかった方々向けに、金融について計画的な資産

形成からトラブル回避まで、生活の中で本当に使えるお

金の知識＝金融リテラシーを学びました。また、金融リ

テラシー検定試験も無料で受験し、合格を手にしまし

た。

11

2026.1.23



留学説明会 留学相談 国際交流アワー

本学の異文化コミュニケーションの拠点「地域・国際交

流センター」。留学を希望する学⽣、本学に入学した外国

人留学⽣へのサポートなどを⾏うために、さまざまな情

報の発信、企画や運営を⾏なっています。また、地域住

民との交流会や福岡の伝統⾏事への参加など、本学なら

ではのつながりも⼤切にしています。

〇 海外留学を希望する学生へのサポート〇 
留学に関わる様々な情報の提供はもちろん、留学希望者

へのカウンセリングや本学留学制度に関する事務⼿続

き、渡航前後のオリエンテーションなどを⾏います。

〇 外国人留学⽣へのサポート〇
本学に在籍する外国人留学生へ、在留資格の更新手続き

をはじめ、授業や生活全般に関するサポートを行ってい

ます 。

〇 国際交流の場を設定 〇
学内では外国人留学⽣と⽇本人学⽣の交流の場を設けて

います。学外では、地域のお祭りに出演したり、地域の

子どもたちとの交流会に参加したりなど、地域との連

携・文化交流を促進しています。

（１）国際交流事業の設置趣旨及び活動内容について03

国際交流事業

国際交流のイベントについて

は、インスタグラムでも紹介し

ています。

現在在籍している外国人

留学⽣の出身国：

ネパール、ベトナム、中国、

スリランカ、台湾、タイ、韓国

国際交流

03

12



（２）国際交流と地域連携（実績）

本学は地域とのつながりを大切にしています。それは、国際交流においても同様です。様々な国から
来た留学生との交流を通して、異文化への理解や異文化と触れるきっかけづくりを行っています。
2025年度に実施した交流の様子をご紹介します。

留学⽣との交流会

小学校での外国語授業ボランティア

2026/1/24 

2025/9/29・11/7

博多どんたく港まつり 　2025/5/3・5/4

■新天町どんたく隊

■福岡市南区弥永西校区

本学の留学⽣と留学経験のある⽇本人学⽣が、福岡市立弥
永⻄⼩学校を訪れ、6年⽣を対象とした英語授業のボラン
ティアを⾏いました。授業ではアメリカ、韓国、ベトナ
ム、中国、タイ、スリランカの文化や特色を、写真や動画
を交えて紹介。子どもたちは外国の料理や習慣に驚きなが
ら、熱心に聞き入っていました。約1か⽉後には、子ども
たちが学んだことを英語でプレゼンテーションする発表会
も開催され、学⽣たちも再訪して交流を深めました。
子どもたちが世界へ目を向けるきっかけ作りと同時に、学
⽣にとっても⾃国や留学先の魅⼒を発信する楽しさを実感
できた、貴重な交流の機会となりました。

福岡市南区の弥永西公民館にて、本学のネパール出身留学⽣
と地域の子どもたちによる交流会が開催されました。
メインイベントの「モルック大会」では、留学⽣と子どもた
ちが混合チームを組み、競技を通じて親睦を深めました。そ
の後の茶話会ではネパールの伝統菓子がふるまわれ、文化紹
介コーナーでは、世界唯⼀の三⾓形の国旗の解説や、現地の
音楽に合わせたクイズを実施しました。子どもたちからはネ
パールの文化について多くの質問が寄せられ、終始にぎやか
な交流の場となりました。
今後も地域の皆様と留学⽣との文化交流を促進してまいりま
す。

福岡の伝統行事「博多どんたく港まつり」に、本学
の留学生が参加しました。新天町どんたく隊の「三
十三羽鶴」の一員として、しゃもじや鈴を手にした
華やかな踊りを演舞台やパレードで披露し、祭りを
盛り上げました。
3年連続で参加した留学生は、「日本の文化を深く知
るきっかけになった。家族と離れて生活する中で、
地域の方々と関わることが大きな支えになった」と
振り返りました。
留学生にとって、日本の伝統行事に加わることで、
日本文化への理解と愛着が深まる機会となりまし
た。
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Information
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地域貢献事業

生涯学習事業

国際交流事業

125周年記念館1階
℡ ：092-575-2562
　： cip@fukujo.ac.jp

大学HP

〇 地域・国際交流センター【国際交流】
https://www.fukujo.ac.jp/university/studyabroad/
international_exchange

Instagram（インスタグラム）
https://www.instagram.com/fjgcip

Instagram（インスタグラム）
https://www.instagram.com/fukujo_shogai/

100周年記念館ミッションホール2階 

　： rcc@fukujo.ac.jp
大学HP
〇 地域・国際交流センター【地域貢献】
NEWS
https://www.fukujo.ac.jp/university/lifelong/regio
nal_contribution/news

〇 地域貢献活動
https://www.fukujo.ac.jp/university/lifelong/activi
ty_content/

〇 地域と連携した課題解決のための共同研究
https://www.fukujo.ac.jp/university/lifelong/rese
arch/

〇 地域貢献活動に関するご意見等の募集
https://www.fukujo.ac.jp/university/lifelong/solici
ting_opinions

100周年記念館ミッションホール2階 
 
　： shogai@fukujo.ac.jp
生涯学習HP
〇 地域・国際交流センター【⽣涯学習】
https://www0.fukujo.ac.jp/lifelong_learning/

〒811-1313
福岡県福岡市曰佐3-42-1
福岡女学院大学

福岡女学院大学短期大学部

地域・国際交流センター

14

℡ ：092-575-2993 

℡ ：092-575-6154
01

02

03

https://www.fukujo.ac.jp/university/studyabroad/international_exchange
https://www.fukujo.ac.jp/university/studyabroad/international_exchange
https://www.instagram.com/fjgcip
https://www.fukujo.ac.jp/university/lifelong/regional_contribution/news
https://www.fukujo.ac.jp/university/lifelong/regional_contribution/news
https://www.fukujo.ac.jp/university/lifelong/activity_content/
https://www.fukujo.ac.jp/university/lifelong/activity_content/
https://www.fukujo.ac.jp/university/lifelong/research/
https://www.fukujo.ac.jp/university/lifelong/research/
https://www.fukujo.ac.jp/university/lifelong/soliciting_opinions
https://www.fukujo.ac.jp/university/lifelong/soliciting_opinions
https://www0.fukujo.ac.jp/lifelong_learning/
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	春日市の文化財や歴史に触れるイベント「弥生の里かすが奴国の丘フェスタ」において、学生たちがボランティアとして参加しました。ステージMC・アナウンスをはじめ、勾玉づくりや火起こし体験など、春日市の職員や中学生と協力し、各ブースの運営を学生がサポートしました。学生たちは、地域の一員としてイベントを作り上げる貴重な経験をすることができました。
	【参加学生の声】
	幅広い年齢層の方との交流があり、コミュニケーションの取り方や対応の仕方など多くのことを学ぶことができました。地域の歴史を体験できるイベントは自身も勉強になりました。地域住民との交流に繋げていく活動は、地域に貢献できている実感があり、参加して良かったです。


	■絵本の読み聞かせ（春日市）
	いきいきプラザでは、交流の場として親しまれている「絵本の読み聞かせ」が開催されています。3歳児健康診査問診の待ち時間に、子どもたちに絵本の読み聞かせを行うボランティアに、学生が参加しました。子どもたちが長い待ち時間に絵本を読んで楽しく過ごすことで、スムーズに問診へ繋げることができ、保護者様から「とても助かりました」との声も頂けました。 学生が複数の子ども相手に読み聞かせをする場面もあり、共に笑顔があふれ、充実した活動となりました。
	【参加学生の声】
	子どもたちとたくさんお話しできてとても楽しく、良い経験になりました。3歳児や保護者との会話でコミュニケーション能力が上がったと思います。 今回の経験を学校生活にも活かしていきたいです。今後もたくさんボランティアに参加していきたいなと思いました。


	■ランドセルクラブ（大野城市）
	大野城市内の小学校において行われているランドセルクラブの体験活動では、「びっくり箱づくり」、「うさぎ一家のぼうさい荷作り」、「ミニ運動会」、「光の万華鏡作り」を学生が企画から運営まで担当しました。児童と一緒に運動や工作を行った学生たちは、企画や運営を主体的に担うことの大変さを経験しつつも、試行錯誤を重ねて活動の内容をブラッシュアップすることにより、活動後には、大きな達成感や喜びを味わいました。後日、参加した小学生から学生たちに手書きのメッセージが届き、短い時間ではありましたが、よい交流の機会となりました。
	【参加学生の声】
	・小学生やコーディネーターの方から「あ　 　りがとう」や「とてもよかった」などの 　言葉をいただき、達成感がありました。 ・回数を重ねるごとに楽しくなって、毎回 　次の活動が楽しみになっていました。


	■公民館  子ども向け講座（福岡市西区）
	■放課後等補充学習指導員（鳥栖市）
	福岡市西区役所と連携し、西区各公民館の実施する「子どもの健全育成関連事業」に学生が参加しました。「父の日プレゼント作り」、「七夕会」、「クリスマスオーナメントづくり」など、様々なイベントのサポートを行いました。
	鳥栖市では、中学生の学力向上を目指し、市立各中学校の生徒を対象に、放課後等補充学習を実施しています。 鳥栖西中学校の３年生約20名に、学生が英語科の学習指導を行いました。
	【参加学生の声】
	将来のためになるボランティア活動でした。小学生の生き生きとした姿を見て元気を貰えました。 とても貴重な経験となり、地域のボランティアにまた参加したいと思いました。



	■ヤングアドバイザー（那珂川市）
	【参加学生の声】

	■イングリッシュデイ（那珂川市）
	小学校の5，6年生がALTと英語でコミュニケーションを図るイベントにおいて、ALTと小学生を繋ぐため、専門的に英語を学んでいる本学学生がスタッフとして毎年参加しています。学生たちは事前に本学教員から指導を受け、子どもたちが英語によるコミュニケーションを積極的に行えるように、英語の楽しさの伝え方、声のかけ方などを学んだうえで、主体的に活動に取り組みました。学生も子どもたちも、プログラム中は英語によるコミュニケーションを楽しむ姿が見られ、笑顔あふれるイベントとなりました。
	【参加学生の声】
	昨年に引き続き参加したため、流れがわかりやすかったし、アクティビティも楽しかったです。ALTの先生たちが準備してきたアクティビティを見てすごく勉強になりました。自分自身もすごく楽しめました。


	■たなばたこども教室（小郡市）
	【参加学生の声】

	■「交流型日本語教室」スタッフ （古賀市）
	【参加学生の声】
	その他ボランティア活動（包括連携先）
	白水小学校 特別支援学級児童支援スタッフ （春日市）
	春日北小学校［まなびや春日］（春日市）
	春日中学校　かすが学びの塾（春日市）
	日の出小学校特別支援学級児童支援（春日市）
	鳥栖市内小中学校　特別支援学級児童支援（鳥栖市）
	小郡市　学び場支援スタッフ（小郡市）
	須玖児童センターイベントサポート（春日市）
	社会福祉協議会ボランティア（春日市）
	福岡女学院大学 地域・国際交流センター（生涯学習） は、リカレント教育を実施するため、地域のみなさまに開かれた大学を目指し、知の還元を目的に多くの講座を開講しています。 2025年度は、寄附講座として「金融リテラシー講座」 、学院創立140周年記念として大学公開講演会「触れてみる彫刻ーかたちとことばが紡ぎあい響きあうー」と片山博詞彫刻展を同時開催しました。市民講座も盛況で年間、延べ715名の方に市民講座を愉しんでいただきました。 地域・国際交流センターの一事業として、「生涯学習」は、学院の理念に基づき、地域に寄り添った講座の開講、学生のキャリア支援のためのプログラム充実、履修証明プログラムの開発などリカレント教育の活性化を実践してまいります。

	学び続けることは成長すること
	受講者
	企 業
	知の還元

	自治体
	大学  生涯学習
	相互に連携
	相互に連携


	〇 リカレント教育としての講座・教育内容の充実 〇
	地域のみなさまと生涯を通して学びを分かち合い、リ カレント教育を推進します！
	地域のみなさまの知的好奇心を刺激する講座を開催します！
	〇 学生のための資格取得講座によるキャリア支援 〇
	専門の機関と連携し、学生の資格取得をサポート＆ キャリア支援を実施します！
	〇 特別講座・公開講演会などイベント開催 〇
	様々な分野の学習への知的好奇心を刺激します！

	（１）生涯学習事業の設置趣旨及び活動内容について

	生涯学習事業
	（２）公開講演会
	2025年度公開講演会「触れて観る彫刻  ーかたちとことばが紡ぎあい響きあうー
	2025年度は、福岡女学院140周年を記念して「触れて観る彫刻 ーかたちとことばが紡ぎあい響きあうー」を10月4日（土）にエリザベス・リー ホールにて開催しました。彫刻家の片山博詞先生と歌人でもある桜川冴子准教授による対談形式で行われました。彫刻に直接触って鑑賞することは、他の美術作品とは違う触覚を利用した鑑賞であり、健常者も障がいを持つ方々も彫刻に触れることで、見えなくても感じるもの、無くても在るものを多角的な彫刻の世界を通して表現された思いをお話いただきました。 また、同時開催で片山博詞 彫刻展「触れてみる彫刻展ーかたちとことばが紡ぎあい響きあうー」を2025年9月17日～12月24日まで約3か月間、大学図書館やリーホールホワイエにて開催し、学内の学生や生徒、そして、地域一般の方々に向けて「触れて観る彫刻展」を実施しました。彫刻展では、視覚的な鑑賞だけでなく、実際に彫刻に触れてみることで、手の感覚を使って得られる触覚での鑑賞も、同時に体感してもらうことができました。
	（３）市民講座
	やさしい日本語教室
	2025年も対面・対面＆Zoom（ハイブリッド）・Zoom の3つの形式で講座を開講しました。 短歌の講座は、Zoomを利用しオンライン開催、「聖書講座」や「スクールカウンセラーからみた子どもの心・保護者の気持ち」、「古代エジプト」は、対面（大学で受講）とZoomの遠隔授業のどちらでも受講できるハイブリッド形式で開催しました。今年度から実施した欠席者対象の講座の見逃し配信は大変好評を得ました。 後期は、「知っているようで知らなかった日本史～高校教科書から再発見～」講座を、元中高教諭の山田慎一先生にご担当いただき、旧石器時代から始まる日本史講座を開催しました。長く続いて来た「聖書講座」は、坂元惠子先生のご勇退とともに今期で終了することになりました。 また、年度初めには、外国からきて日本語を学びたい方のために「やさしい日本語教室」を企画しました。
	生涯学習はココ
	生涯学習 外観



	2025年度 前期・後期 市民講座一覧

	N O
	古代エジプト　講座風景
	特別講座「教養・万葉の歌と心」
	フレイル予防 健康体操
	ガーデニングサロン
	（４）資格取得講座
	資格取得講座は、在学生向けに開催しています。秘書検定、SPI対策講座、宅地建物取引士対策講座、MOS など様々な資格を取得できる講座を準備しています。Microsoft office Specialist（ＭＯS）のWord、Excel、PowerPoint の講座は１日で完結し、合格を手にすることが可能です。2025年度は合格率100％を達成しました。万が一、不合格の場合も次回の講座で再チャレンジを無料で受講＆受験することができます。 学生が積極的に資格に興味をもってもらえるように 、生涯学習では学生への案内・掲示や資格取得にむけたバックアップを実施しています。

	2025年度 資格取得講座一覧

	N O
	2025年度資格取得  学部別割合
	2025年度資格取得  学年別割合

	（５）寄附講座
	金融リテラシー講座
	日時：2025年9月11・12日（全2日間）
	　　　10時～12時10分
	これから社会に出る学生や今まであまり金融知識を得る機会がなかった方々向けに、金融について計画的な資産形成からトラブル回避まで、生活の中で本当に使えるお金の知識＝金融リテラシーを学びました。また、金融リテラシー検定試験も無料で受験し、合格を手にしました。


	（６）履修証明プログラム
	2025年度も履修証明プログラム 「日本語ボランティア」にたくさんの受講生を迎えることができました。ボランティアで日本語を教える際の基礎を学ぶ「A」と日本語指導のサポートを必要とする外国から来た子どもへの対応、教える際に知っておくべきことを中心に学ぶ「B」の科目に分けて、前期と後期にそれぞれ開講しました。1年を通して計60時間を履修したことを証明する履修証明書を合計12名に授与することができました 。

	日程
	講座名
	No.
	日程
	前期
	4/11
	7/18
	後期
	10/3
	1/23
	講座名
	履修証明プログラム ～日本語ボランティアA～
	履修証明プログラム ～日本語ボランティアB～
	講師
	守山惠子 藤山智子
	池田尚登
	受講 者数
	講座 回数
	全15回


	講座の様子
	前期 ：履修証明書授与式

	2025.7.18
	後期：履修証明書授与式

	2026.1.23

	（１）国際交流事業の設置趣旨及び活動内容について

	国際交流事業
	国際交流
	（２）国際交流と地域連携（実績）
	本学は地域とのつながりを大切にしています。それは、国際交流においても同様です。様々な国から来た留学生との交流を通して、異文化への理解や異文化と触れるきっかけづくりを行っています。2025年度に実施した交流の様子をご紹介します。
	■福岡市南区弥永西校区

	小学校での外国語授業ボランティア
	2025/9/29・11/7
	留学生との交流会
	2026/1/24
	■新天町どんたく隊
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